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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と電圧源とを含む画像表示装置であって、
　前記表示部が表示素子と画素回路とを有し、
　前記画素回路が、
前記表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続される第２
主電極と、制御電極と、を有する、該表示素子に駆動電流を供給するためのＰチャネル型
駆動トランジスタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設けられ、
前記駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための制御トランジスタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に設けら
れ、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するためのコンデン
サと、
を備え、
　前記表示素子の他方の端子は第２の共通電極に接続されており、
　前記電圧源は、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極に設定された電位に
基づいて前記表示素子を発光させて測定した輝度変動を、前記制御トランジスタがオフ状
態におけるリーク電流を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位を下げる
ための又は前記第２の共通電極の電位を上げるための調整回路を備えることを特徴とする
画像表示装置。
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【請求項２】
　カラー表示部と電圧源とを含む画像表示装置であって、
　前記カラー表示部が、第１の色を呈する第１の表示素子と、第２の色を呈する第２の表
示素子と、第１の画素回路と、第２の画素回路と、を有し、
　前記第１の画素回路が、
前記第１の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第１の表示素子に駆動電流を供給するための
第１のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第１の制御トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に
設けられ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第１のコンデンサと、を備え、
　前記第２の画素回路が、
前記第２の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第２の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第２の表示素子に駆動電流を供給するための
第２のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第２の制御トランジスタと、
前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第２の共通電極との間に
設けられ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第２のコンデンサと、を備え、
　前記第１の表示素子の他方の端子は第３の共通電極、前記第２の表示素子の他方の端子
は第４の共通電極に接続されており、
　前記電圧源は、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極に設定された電位に
基づいて前記表示素子を発光させて測定した輝度変動を、少なくとも前記第１の制御トラ
ンジスタがオフ状態におけるリーク電流又は前記第２の制御トランジスタがオフ状態にお
けるリーク電流を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位又は前記第２の
共通電極の電位を下げるための若しくは前記第３の共通電極の電位又は前記第４の共通電
極の電位を上げるための調整回路を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
　表示部が表示素子と画素回路と調整回路とを有し、
　前記画素回路が、
前記表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続される第２
主電極と、制御電極と、を有する、該表示素子に駆動電流を供給するためのＰチャネル型
駆動トランジスタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設けられ、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための制御トランジ
スタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に設けら
れ、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するためのコンデン
サと、
を備え、
　前記表示素子の他方の端子は第２の共通電極に接続されており、
　前記調整回路によって前記第１の共通電極又は前記第２の共通電極の電位の調整が可能
である画像表示装置の製造方法であって、
（ｉ）表示部を用意するステップと、
（ｉｉ）前記第１の共通電極と前記第２の共通電極との間に電圧を印加するステップと、
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（ｉｉｉ）前記表示部の発光輝度の変動を測定するステップと、
（ｉｖ）測定した前記発光輝度の変動を、前記制御トランジスタがオフ状態におけるリー
ク電流を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位を下げる又は前記第２の
共通電極の電位を上げるように、前記調整回路を調整するステップと、
を含むことを特徴とする画像表示装置の製造方法。
【請求項４】
　前記（ｉｖ）のステップは、表示素子の劣化による電圧上昇を加味することを特徴とす
る請求項３に記載の画像表示装置の製造方法。
【請求項５】
　カラー表示部が、第１の色を呈する第１の表示素子と、第２の色を呈する第２の表示素
子と、第１の画素回路と、第２の画素回路と、第１の調整回路と、第２の調整回路と、を
有し、
　前記第１の画素回路が、
前記第１の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第１の表示素子に駆動電流を供給するための
第１のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第１の制御トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に
設けられ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第１のコンデンサと、を備え、
　前記第２の画素回路が、
前記第２の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第２の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第２の表示素子に駆動電流を供給するための
第２のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第２の制御トランジスタと、
前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第２の共通電極との間に
設けられ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第２のコンデンサと、を備え、
　前記第１の表示素子の他方の端子は第３の共通電極、前記第２の表示素子の他方の端子
は第４の共通電極に接続され、
　前記第１の調整回路は、前記第１の共通電極又は前記第３の共通電極の電位の調整が可
能であり、
　前記第２の調整回路は、前記第２の共通電極又は前記第４の共通電極の電位の調整が可
能である画像表示装置の製造方法であって、
（ｉ）カラー表示部を用意するステップと、
（ｉｉ）前記第１の共通電極と前記第３の共通電極との間又は前記第２の共通電極と前記
第４の共通電極との間に電圧を印加するステップと、
（ｉｉｉ）前記表示部の発光輝度の変動を測定するステップと、
（ｉｖ）測定した前記発光輝度の変動を、少なくとも前記第１の制御トランジスタがオフ
状態におけるリーク電流又は前記第２の制御トランジスタがオフ状態におけるリーク電流
を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位を下げるように又は前記第３の
共通電極の電位を上げるように前記第１の調整回路を調整する若しくは前記第２の共通電
極の電位を下げるように又は前記第４の共通電極の電位を上げるように前記第２の調整回
路を調整するステップと、
を含むことを特徴とする画像表示装置の製造方法。
【請求項６】
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　前記（ｉｖ）のステップは、前記第１の表示素子又は前記第２の表示素子の劣化による
電圧上昇を加味することを特徴とする請求項５に記載の画像表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像表示装置とその製造方法に関する。特には、表示素子と駆動用トランジス
タと制御用トランジスタとを有する画素回路を複数配置した画像表示装置とその製造方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　駆動回路として、定電流で駆動を行う方法が知られている。例えば、電流で駆動するの
に適した発光素子としては、発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄ
ｅ、以下ＬＥＤと略）や近年注目されている有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、
有機ＥＬ素子又はＯＥＬと略）などが挙げられる。これらの発光素子の特性は温度に殆ど
依存せず、電流に対し略リニアな発光強度カーブが得られるため、定電流駆動の方法が提
案されている。
【０００３】
　以下、有機ＥＬ素子を例にとり、従来の発光のための電流駆動について述べる。
【０００４】
　有機ＥＬ素子は、高輝度発光が可能な薄膜積層の面状の自発光が得られることを特徴と
する。有機ＥＬ素子は、有機層の機能積層数を増やすことにより（非特許文献１及び２参
照）、低電圧で高効率な発光を実現することができる。そして、上記で述べたように有機
ＥＬ素子は一定の電流により発光させる為に定電流駆動方法がいくつか提案されている。
【０００５】
　例えば、図３で示されるような、入力電流（ｉｄａｔａ）をコピーしてＯＥＬ１３に供
給する駆動回路が、特許文献１や２で提案されている。この駆動方法は、電流を入力とし
てトランジスタ１１の制御電極の電位を設定する電流制御型の方法であり、トランジスタ
１１の閾値やＯＥＬ１３の劣化電圧に影響を受けず、入力電流と略同じ量の電流をＯＥＬ
１３に供給できるという利点を有している。
【０００６】
　また、特許文献３には発光色が異なる発光ダイオードを集合してなる表示ドットを複数
個配設した情報表示装置を開示し、特に前記発光ダイオードに対して各発光色毎に電圧を
供給する電源を備える構成を開示する。
【０００７】
　また、特許文献４には、カソードコモンタイプの複数色のＬＥＤを用いる電光表示装置
において、色ごとにＤＣ出力電圧が異なる独立したスイッチング電源を設ける構成や、一
つのスイッチング電源と、電圧調整用の簡易電源回路とを組み合わせて用いる構成が開示
されている。
【０００８】
　また、特許文献５には、選択トランジスタと駆動トランジスタをそれぞれオン／オフの
２値信号で制御し、各サブフレーム期間に固有の値の電圧値あるいは電流値を可変駆動電
源から可変的に出力する構成を開示している。
【０００９】
【非特許文献１】アプライド・フィジクス・レターズ（Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ
　Ｌｅｔｔｅｒｓ），米国，１９８７年，５１巻，ｐ．９１３
【非特許文献２】アプライド・フィジクス・レターズ（Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ
　Ｌｅｔｔｅｒｓ），米国，１９８９年，６５巻，ｐ．３６１０
【特許文献１】特開２００１－０５６６６７号公報
【特許文献２】米国特許第６２２９５０６号明細書
【特許文献３】特開昭６３－２８０３００号公報
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【特許文献４】特開２００２－２３６６６号公報
【特許文献５】特開平１０－２３２６４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、高品位の表示を実現することができる画像表示装置を実現することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係わる第１の発明は、
　表示部と電圧源とを含む画像表示装置であって、
　前記表示部が表示素子と画素回路とを有し、
　前記画素回路が、
前記表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続される第２
主電極と、制御電極と、を有する、該表示素子に駆動電流を供給するためのＰチャネル型
駆動トランジスタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設けられ、
前記駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための制御トランジスタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に設けら
れ、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するためのコンデン
サと、
を備え、
　前記表示素子の他方の端子は第２の共通電極に接続されており、
　前記電圧源は、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極に設定された電位に
基づいて前記表示素子を発光させて測定した輝度変動を、前記制御トランジスタがオフ状
態におけるリーク電流を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位を下げる
ための又は前記第２の共通電極の電位を上げるための調整回路を備えることを特徴とする
画像表示装置である。
【００１２】
　本発明に係わる第２の発明は、
　カラー表示部と電圧源とを含む画像表示装置であって、
　前記カラー表示部が、第１の色を呈する第１の表示素子と、第２の色を呈する第２の表
示素子と、第１の画素回路と、第２の画素回路と、を有し、
　前記第１の画素回路が、
前記第１の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第１の表示素子に駆動電流を供給するための
第１のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第１の制御トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に
設けられ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第１のコンデンサと、を備え、
　前記第２の画素回路が、
前記第２の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第２の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第２の表示素子に駆動電流を供給するための
第２のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第２の制御トランジスタと、
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前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第２の共通電極との間に
設けられ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第２のコンデンサと、を備え、
　前記第１の表示素子の他方の端子は第３の共通電極、前記第２の表示素子の他方の端子
は第４の共通電極に接続されており、
　前記電圧源は、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極に設定された電位に
基づいて前記表示素子を発光させて測定した輝度変動を、少なくとも前記第１の制御トラ
ンジスタがオフ状態におけるリーク電流又は前記第２の制御トランジスタがオフ状態にお
けるリーク電流を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位又は前記第２の
共通電極の電位を下げるための若しくは前記第３の共通電極の電位又は前記第４の共通電
極の電位を上げるための調整回路を備えることを特徴とする画像表示装置である。
【００１７】
　本発明に係わる第３の発明は、
　表示部が表示素子と画素回路と調整回路とを有し、
　前記画素回路が、
前記表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続される第２
主電極と、制御電極と、を有する、該表示素子に駆動電流を供給するためのＰチャネル型
駆動トランジスタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設けられ、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための制御トランジ
スタと、
前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に設けら
れ、前記Ｐチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するためのコンデン
サと、
を備え、
　前記表示素子の他方の端子は第２の共通電極に接続されており、
　前記調整回路によって前記第１の共通電極又は前記第２の共通電極の電位の調整が可能
である画像表示装置の製造方法であって、
（ｉ）表示部を用意するステップと、
（ｉｉ）前記第１の共通電極と前記第２の共通電極との間に電圧を印加するステップと、
（ｉｉｉ）前記表示部の発光輝度の変動を測定するステップと、
（ｉｖ）測定した前記発光輝度の変動を、前記制御トランジスタがオフ状態におけるリー
ク電流を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位を下げる又は前記第２の
共通電極の電位を上げるように、前記調整回路を調整するステップと、
を含むことを特徴とする画像表示装置の製造方法である。
【００１８】
　本発明に係わる第４の発明は、
　カラー表示部が、第１の色を呈する第１の表示素子と、第２の色を呈する第２の表示素
子と、第１の画素回路と、第２の画素回路と、第１の調整回路と、第２の調整回路と、を
有し、
　前記第１の画素回路が、
前記第１の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第１の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第１の表示素子に駆動電流を供給するための
第１のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第１の制御トランジスタと、
前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１の共通電極との間に
設けられ、前記第１のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第１のコンデンサと、を備え、
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　前記第２の画素回路が、
前記第２の表示素子の一方の端子に接続される第１主電極と、第２の共通電極に接続され
る第２主電極と、制御電極と、を有する、該第２の表示素子に駆動電流を供給するための
第２のＰチャネル型駆動トランジスタと、
前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第１主電極との間に設け
られ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を設定するための
第２の制御トランジスタと、
前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極と前記第２の共通電極との間に
設けられ、前記第２のＰチャネル型駆動トランジスタの前記制御電極の電位を保持するた
めの第２のコンデンサと、を備え、
　前記第１の表示素子の他方の端子は第３の共通電極、前記第２の表示素子の他方の端子
は第４の共通電極に接続され、
　前記第１の調整回路は、前記第１の共通電極又は前記第３の共通電極の電位の調整が可
能であり、
　前記第２の調整回路は、前記第２の共通電極又は前記第４の共通電極の電位の調整が可
能である画像表示装置の製造方法であって、
（ｉ）カラー表示部を用意するステップと、
（ｉｉ）前記第１の共通電極と前記第３の共通電極との間又は前記第２の共通電極と前記
第４の共通電極との間に電圧を印加するステップと、
（ｉｉｉ）前記表示部の発光輝度の変動を測定するステップと、
（ｉｖ）測定した前記発光輝度の変動を、少なくとも前記第１の制御トランジスタがオフ
状態におけるリーク電流又は前記第２の制御トランジスタがオフ状態におけるリーク電流
を抑制することで抑制すべく、前記第１の共通電極の電位を下げるように又は前記第３の
共通電極の電位を上げるように前記第１の調整回路を調整する若しくは前記第２の共通電
極の電位を下げるように又は前記第４の共通電極の電位を上げるように前記第２の調整回
路を調整するステップと、
を含むことを特徴とする画像表示装置の製造方法である。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、制御用トランジスタに流れるリーク電流を抑制することによって、結
果として表示素子の輝度の変動を抑制することができる。また、該表示素子の輝度の変動
を素子の発光色毎に制御することができる。よって、本発明によれば、所望の発光輝度を
安定して得ることができ、高品位な画像表示が実現する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明は表示素子として自発光型の表示素子を用いる構成に特に好適に適用できる。具
体的にはエレクトロルミネッセンス表示素子や、特に好適には有機エレクトロルミネッセ
ンス表示素子を用いる構成に特に好適に適用できる。更には、各表示素子がアクティブマ
トリックス駆動される構成において特に好適に適用できる。
【００２２】
　第１の実施形態の画像表示装置の構成を図６に示している。図６において表示部６０５
は赤の画素回路（図中Ｒで示す）と緑の画素回路（図中Ｇで示す）と青の画素回路（図中
Ｂで示す）を有している。各画素回路は表示素子としてそれぞれ赤、緑、青の発光色のＯ
ＥＬを有している。なお図６では行方向、列方向ともに直線状に画素回路を配置した例を
示しているが、赤、緑、青の画素回路を三角形状に配置した構成など種々の配置を採用で
きる。
【００２３】
　また表示部６０５は走査回路６０１と変調回路６０２を有している。各画素回路と走査
回路６０１の間は走査信号配線６０６で接続され、また各画素回路と変調回路６０２の間
は変調信号配線６０７で接続されている。走査信号配線６０６を介して各行の画素回路に
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走査信号が印加され、走査信号が印加されている画素回路に対して変調信号配線６０７か
ら変調信号が与えられて各画素回路の発光状態が設定される。
【００２４】
　また各画素回路には第１の電位源である電源装置６０３が出力できる電位を調整回路で
あるＤＣ－ＤＣコンバータ６０４で調整した電位が第１の共通電極６０８を介して共通に
供給される。
【００２５】
　また各画素回路には第２の電位源であるグランド部が供給する電位が第２の共通電極６
０９を介して共通に供給される。
【００２６】
　各画素回路の好適な形態を図３に示している。図６では明瞭な表示とするため走査信号
配線６０６は各画素回路に対してひとつのみ表示しているが、図３に示す電流プログラミ
ング型の画素回路を採用する場合には、各画素回路に少なくとも２本の変調信号配線を接
続するのが好適である。具体的には、図３の制御用トランジスタ４に走査信号Ｖｇ１を供
給する走査信号配線と、信号書き込みタイミングを設定するトランジスタ５及び信号書き
込み時にＯＥＬ１３に電流が流れるのを抑止するトランジスタ１２とに走査信号Ｖｇ２を
与える走査信号配線を用いるのが好適である。なお表示素子であるＯＥＬ１３のカソード
電極は第２の共通電極６０９に接続された全画素回路共通のべた電極である。この画素回
路は第１の共通電極６０８と第２の共通電極６０９の間に、ＯＥＬ１３に所望の駆動電流
を流す駆動用トランジスタ１１とＯＥＬ１３が直列に接続され、更に駆動用トランジスタ
１１の制御電極に接続され該制御電極の電位設定状態及び電位保持状態を切り替える制御
用トランジスタ４を有する構成となっている。
【００２７】
　駆動用トランジスタ１１の制御電極（ゲート）には複数のオン状態に対応した駆動電流
を駆動用トランジスタ１１の２つの主電極（ソース、ドレイン）間に流すための電位が、
制御用トランジスタ４を介して設定される。複数のオン状態とはオンかオフかの２値の切
り替えではなく、変調信号に対応して有意なある値の駆動電流を流す状態と有意な他の値
の駆動電流を流す状態のことである。
【００２８】
　変調信号に対応した電位を駆動用トランジスタの制御電極の電位として設定するための
構成としては、より簡単な構成として、制御用トランジスタの２つの主電極（制御電極で
はない電極であって、具体的にはソース電極とドレイン電極がこれに相当する）にそれぞ
れ変調信号配線、駆動用トランジスタの制御電極を接続する構成とし、制御用トランジス
タを介して変調信号に印加される変調電位が駆動用トランジスタの制御電極の電位として
書き込まれる構成を採用することもできる。これが電圧プログラミング型の構成である。
【００２９】
　一方図３に示している例は、電流プログラミング型の構成である。この構成においては
変調信号配線６０７には変調電流信号（図３のｉｄａｔａ）を印加する。変調信号配線６
０７に流される電流信号は駆動用トランジスタ１１の２つの主電極に流れる。それととも
に、制御用トランジスタ４が駆動用トランジスタ１１の制御電極の電位設定のための経路
として機能し、駆動用トランジスタ１１の主電極間に流れる変調電流に応じた電位が駆動
用トランジスタ１１の制御電極の電位として設定される。
【００３０】
　電圧プログラミング型、電流プログラミング型のいずれの構成においても、制御用トラ
ンジスタは電位設定期間の後オフ状態にされ、駆動用トランジスタの制御電極の電位は保
持される。この状態で駆動用トランジスタの主電極間に流れる電流がＯＥＬ１３に流れ、
それによってＯＥＬ１３は発光する。
【００３１】
　なお、電圧プログラミング型、電流プログラミング型のいずれの構成においても、駆動
用トランジスタの制御電極の電位が制御電極の容量のみで保持しにくい場合には、該電位



(9) JP 4838502 B2 2011.12.14

10

20

30

40

50

を保持するための容量（図３では保持コンデンサ１７がこれに相当する）を付加的に用い
るのが好適である。
【００３２】
　このように駆動用トランジスタの制御電極の電位を制御用トランジスタをオフにするこ
とによって保持する構成においては特有の問題が生じる。
【００３３】
　以下ではこの問題を図３の電流プログラミング型の構成を例に挙げて具体的に説明する
。なお後述する好適な実施形態ではトランジスタとして薄膜トランジスタを用いているの
で、以下ではトランジスタをＴＦＴとして表記している。また後述する好適な実施形態で
は表示素子としては有機エレクトロルミネッセンス素子を用いており、それをＯＥＬとし
て表記している。本実施形態ではガラス基板上にポリシリコンを形成し、該ポリシリコン
を用いてＴＦＴを形成している。ただしポリシリコンのように結晶性を有するシリコンを
用いる構成に限るものではなく、アモルファスシリコンを用いることもできる。
【００３４】
　ＴＦＴ１１（第１のトランジスタ）の入出力第１電極と制御電極との間にはコンデンサ
１７が接続されている。またＴＦＴ１１の入出力第２電極は、ＴＦＴ１２の入出力第１電
極に接続され、ＴＦＴ１２の入出力第２電極は、ＯＥＬ１３の一方の電極に接続され、Ｏ
ＥＬ１３の他方の電極は、第２の共通電極６０９に接続される共通べた電極に接続されて
いる。一方、ＴＦＴ１１の制御電極と入出力第２電極とには、スイッチとして機能するＴ
ＦＴ４（第２のトランジスタ）の２つの入出力電極がそれぞれ接続されている。さらに、
ＴＦＴ１１の入出力第２電極は、入力電流（ｉｄａｔａ）の入力、遮断を切り替えるスイ
ッチであるＴＦＴ５の一方の入出力電極に接続されていて、ＴＦＴ５の他方の入出力電極
からは入力電流（ｉｄａｔａ）が入力される。ＴＦＴ４の制御電極の電圧は、Ｖｇ１によ
り制御される。またＴＦＴ５とＴＦＴ１２とはオン状態とオフ状態とが互いに異なること
が必要であるが、ＴＦＴ５とＴＦＴ１２とにキャリア極性の異なるものを使用することで
、これらの制御電極の電圧を単一のＶｇ２により制御できるよう構成されている。
【００３５】
　次に、図４のタイミング図を交えて、この駆動回路の動作を説明する。先ず、輝度信号
ｉｄａｔａが設定される。その後、Ｖｇ１が低レベルになりＰチャネル型ＴＦＴ４がオン
する。同時に、Ｖｇ２は高レベルになりＮチャネル型ＴＦＴ５はオンしｉｄａｔａの電流
をＴＦＴ１１のソース・ドレイン間に流す。また、Ｖｇ２が高レベルとなることでＰチャ
ネル型ＴＦＴ１２はオフしてＯＥＬ１３への電流を遮断する。
【００３６】
　この間に、コンデンサ１７へは、ソース・ドレイン間にｉｄａｔａの電流を流されたＴ
ＦＴ１１のゲート電圧が蓄積される。従って、Ｐチャネル型ＴＦＴ４のゲート電圧Ｖｇ１
を図４で示されるように再び高レベルとしてＴＦＴ４をオフ状態とし、Ｐチャネル型ＴＦ
Ｔ１２のゲート電圧Ｖｇ２を再び低レベルとして、ＴＦＴ１２をオン状態に、ＴＦＴ５を
オフ状態に変えると、電源１５からＴＦＴ１１のソース・ドレインを通してＯＥＬ１３を
発光させるためにｉｄａｔａと同量の電流が流れる。
【００３７】
　上記の一連の動作によりＰチャネル型ＴＦＴ１１がｉｄａｔａをコピーして定電流動作
を行う。
【００３８】
　次に本発明の駆動回路で抑制しようとするＴＦＴ４のリーク電流について述べる。
【００３９】
　上述したように、Ｐチャネル型ＴＦＴ４は輝度信号ｉｄａｔａがＴＦＴ１１のソース・
ドレイン間に流される時Ｖｇ１が低レベルになりオンされ、ＴＦＴ１１のゲート電圧がコ
ンデンサ１７へ蓄積されるとオフされる。この時の、ＴＦＴ４＿Ｖｄｓ＝（Ｖｄｄ－ＴＦ
Ｔ１１＿Ｖｇｓ－ＴＦＴ１２＿Ｖｄｓ－ＯＥＬ＿Ｖ－Ｖｃｏｍ）が、ＴＦＴ４のソース・
ドレイン間電圧になる。ここで、ＴＦＴ４＿ＶｄｓはＴＦＴ４のソース・ドレイン間の電
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圧、Ｖｄｄは第１の共通電極に与えられる電位、ＴＦＴ１１＿ＶｇｓはＴＦＴ１１のゲー
ト・ソース間の電圧、ＴＦＴ１２＿ＶｄｓはＴＦＴ１２のソース・ドレイン間の電圧、Ｏ
ＥＬ＿ＶはＯＥＬ１３のアノード・カソード間の電圧、そしてＶｃｏｍは第２の共通電極
に与えられる電位である。
【００４０】
　ここで、トランジスタのオフ状態におけるソース・ドレイン間の電圧と電流の関係は図
５のグラフのような定性を示し、ゲート電位の制御なしにリーク電流が流れる。これに因
り、保持コンデンサ１７の電荷は変化していく。この結果、ＴＦＴ１１のゲート電位は変
化し、これに従ってＯＥＬ１３に流れる電流が変わるため、ＯＥＬ１３の輝度も変化して
しまう。従って、図４に示すように、Ｖｇ２が低レベルの間においても、このリーク電流
によって駆動電流は上昇していき、これに従ってＯＥＬ１３の輝度も上昇していくことに
なる。
【００４１】
　この制御用トランジスタ４のリーク電流の状態は製造する表示部ごとに異なってしまう
場合がある。そこで本実施形態においては、準備した表示部を実際に駆動して発光させ、
その状態で表示素子の発光輝度を測定する。そしてその発光輝度の変動を抑制できるよう
に第１の共通電極に供給する電位を調整している。具体的には実際の画像表示と同じ条件
で全白表示を行い１フレームにおける輝度の変動をホトマルチプレクサで輝度を測定する
。そして調整回路であるＤＣ－ＤＣコンバータの動作条件を調整して第１の共通電極に供
給する電位を低くしていくことで制御用トランジスタ４のリーク電流を好適に抑制してい
る。
【００４２】
　また、他の形態としては、第２の共通電極に印加する電位を調整する構成も採用できる
。
【００４３】
　また、他の形態としては、所定の色に対応する表示素子を有する画素回路に対して前記
第１の共通電極で電位を供給し、他の所定の色に対応する表示する画素回路に対して第３
の共通電極で電位を供給し、更に他の所定の色に対応する画素回路に対して第５の共通電
極で電位を供給し、第１の共通電極に供給する電位を上記のように設定し、第３の共通電
極に供給する電位も同様に設定し、第５の共通電極に供給する電位も同様に設定する形態
も採用できる。なお第１、第３、第５の共通電極に供給する電位は各色の表示素子に対応
させて適宜異ならせることができる。
【００４４】
　また他の形態としては、表示素子の他端に第２の共通電極から供給される電位を全画素
回路に共通のべた電極によって全画素回路に供給するのではなく、所定の色の表示素子を
有する画素回路のみに供給するようにし、他の所定の色の表示素子を有する画素回路に対
しては第４の共通電極を介して供給するようにし、更に他の所定の色の表示素子を有する
画素回路に対しては第６の共通電極を介して供給するようにしても良い。この構成におい
て、第２、第４、第６の共通電極に供給する電位を上記と同様に設定するようにすること
ができる。
【００４５】
　以下ではより詳細に各実施形態を説明していく。
【００４６】
　〔実施の形態１〕
　図１は、本発明の画像形成装置の実施形態のひとつの画素回路と電位源である電源装置
及び電位源であるグランド部及び調整回路であるＤＣ－ＤＣコンバータの接続の状態を略
等価的に示した図である。
【００４７】
　図１で示される本形態の発光素子駆動回路では、このリーク電流を抑えるためにＴＦＴ
４のソース・ドレイン間電圧を、駆動用トランジスタ１１に対してＯＥＬ１３とは反対側
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（ここでは高電位側）に設けたＤＣ－ＤＣコンバータ（可変電圧電源として図示）６０４
で制御している。
【００４８】
　より具体的には、ＯＥＬ１３の定電流性を損なわないＯＥＬ＿Ｖ、すなわち、ＯＥＬ１
３のＶ－Ｉ特性を満足し、さらにＯＥＬ１３の劣化時電圧上昇をも加味するようにＤＣ－
ＤＣコンバータ６０４で制御している。具体的には、ＴＦＴ４＿Ｖｄｓ＝（Ｖｄｄ－ＴＦ
Ｔ１１＿Ｖｇｓ－ＴＦＴ１２＿Ｖｄｓ－ＯＥＬ＿Ｖ－Ｖｃｏｍ）のＶｄｄに相当する電位
を下げる（第２の共通電極に与えられる電位に近づける）ことにより、ＴＦＴ４＿Ｖｄｓ
の電圧を低くしている。
【００４９】
　この電位調整に際しては、実際に電流プログラミングを行って駆動用トランジスタ１１
のゲート電位を設定し、それに基づいてＯＥＬ１３を発光させて１フレーム期間の輝度変
動をホトマルチプレクサで測定している。それによって検出された輝度変動を抑制できる
ように電位設定を行っている。
【００５０】
　なお調整回路による電位設定は画像表示装置の製造時に１回行えばよく、その電位に固
定してしまって構わない。ただしある期間画像表示装置を使用した後、必要に応じて画像
表示装置の使用者もしくはメンテナンス担当者が調整回路による調整を行うようにしても
良い。
【００５１】
　以上の様にして、ＴＦＴ４のソース・ドレイン間の電圧を下げることにより、駆動用ト
ランジスタ１１の制御電極電位保持動作時に制御用トランジスタ４の主電極間（ソース・
ドレイン間）に流れるリーク電流を抑制することができる。この結果、図１の形態の駆動
回路の一連の駆動時において、ＴＦＴ１１のゲート電位変動が抑制され、ＯＥＬ１３に流
れる電流の変動を抑制することが可能となる。従って、ＯＥＬ１３の輝度の変動を抑制す
ることができる。
【００５２】
　図１の駆動回路で、先ず、輝度信号ｉｄａｔａが設定される。その後、Ｖｇ１が低レベ
ルになりＰチャネル型ＴＦＴ４がオンする。同時に、Ｖｇ２は高レベルになりＮチャネル
型ＴＦＴ５はオンしｉｄａｔａの電流をＴＦＴ１１のソース・ドレイン間に流す。
【００５３】
　また、Ｖｇ２が高レベルとなることでＰチャネル型ＴＦＴ１２はオフしてＯＥＬ１３へ
の電流を遮断する。この間に、コンデンサ１７へは、ソース・ドレイン間にｉｄａｔａの
電流を流されたＴＦＴ１１のゲート電圧が蓄積される。そして、Ｐチャネル型ＴＦＴ４の
ゲート電圧Ｖｇ１を図４で示されるように再び高レベルとしてＴＦＴ４をオフ状態とし、
Ｐチャネル型ＴＦＴ１２のゲート電圧Ｖｇ２を再び低レベルとして、ＴＦＴ１２をオン状
態に、ＴＦＴ５をオフ状態に変えると、ＤＣ－ＤＣコンバータ６０４からＴＦＴ１１のソ
ース・ドレインを通してＯＥＬ１３を発光させるためにｉｄａｔａと同量の電流が第２の
共通電極へ流れる。この際、ＤＣ－ＤＣコンバータ６０４により、ＴＦＴ４のソース・ド
レイン間電圧を低下させるような調整が行われており、上記のようにＯＥＬ１３の定電流
性を損なわないＯＥＬ＿Ｖ、すなわち、ＯＥＬ１３のＶ－Ｉ特性を満足し、さらにＯＥＬ
１３の劣化時電圧上昇をも加味した電圧がＴＦＴ１１、ＴＦＴ４、ＴＦＴ１２及びＯＥＬ
１３の一連の素子に印加される。
【００５４】
　上記の一連の動作によりＰチャネル型ＴＦＴ１１がｉｄａｔａをコピーして定電流動作
を行うが、ＴＦＴ４のソース・ドレイン間電圧が低く抑えられているため、リーク電流が
抑制され、ＴＦＴ１１のゲート電位は一定に保持され、ＯＥＬ１３に流れる電流も一定に
保つことが可能となる。従って、ＯＥＬ１３の輝度も一定に発光させることができる。
【００５５】
　〔実施の形態２〕
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　実施の形態１では、駆動用トランジスタの主電極のうちの表示素子が接続される主電極
ではない主電極に供給する電位を調整回路で調整した構成を示したが、本実施形態では、
表示素子に対して駆動用トランジスタが接続される側とは反対側に供給する電位を調整回
路で調整する構成を採用している。具体的には図６では調整回路を第１の共通電極６０８
に供給する電位を調整するように配置しているが、本実施形態では調整回路を第２の共通
電極６０９に供給する電位を調整するように配置する。具体的には調整回路を第２の電位
源となるグランド部と各画素回路の表示素子が共通に接続される共通電極との間に設けて
いる。
【００５６】
　本形態の駆動回路の構成を等価的に示す概略回路図を図２に示す。このように本形態の
発光素子駆動回路では、ＴＦＴ４のリーク電流を抑えるためにＴＦＴ４のソース・ドレイ
ン間電圧を第２の共通電極側に設けた調整回路（可変電圧電源１９として図示）で制御し
ている。
【００５７】
　調整回路の電位設定は実施の形態１と同様に行うことができる。具体的には輝度測定を
行い、輝度変動が抑制できるように電位を調整する。
【００５８】
　より具体的には、ＯＥＬ１３の定電流性を損なわないＯＥＬ＿Ｖ、すなわち、ＯＥＬ１
３のＶ－Ｉ特性を満足し、さらにＯＥＬ１３の劣化時電圧上昇をも加味するように第２の
共通電極側に設けた調整回路で制御している。この手段により、ＴＦＴ４＿Ｖｄｓ＝（Ｖ
ｄｄ－ＴＦＴ１１＿Ｖｇｓ－ＴＦＴ１２＿Ｖｄｓ－ＯＥＬ＿Ｖ－Ｖｃｏｍ）のＶｃｏｍに
相当する電位を上げる（第１の共通電極に与える電位に近づける）ことにより、ＴＦＴ４
＿Ｖｄｓの電圧を低くする。
【００５９】
　この様にして、ＴＦＴ４のソース・ドレイン間の電圧を下げることにより、該ソース・
ドレイン間に流れるリーク電流を抑制することができる。この結果、以下に説明する図２
の形態の駆動回路の駆動時において、ＴＦＴ１１のゲート電位の変動を抑制でき、ＯＥＬ
１３に流れる電流の変動を抑制することが可能となる。従って、ＯＥＬ１３の輝度の変動
を抑制することができる。
【００６０】
　図２の駆動回路で、先ず、輝度信号ｉｄａｔａが設定される。その後、Ｖｇ１が低レベ
ルになりＰチャネル型ＴＦＴ４がオンする。同時に、Ｖｇ２は高レベルになりＮチャネル
型ＴＦＴ５はオンしｉｄａｔａの電流をＴＦＴ１１のソース・ドレイン間に流す。また、
Ｖｇ２が高レベルとなることでＰチャネル型ＴＦＴ１２はオフしてＯＥＬ１３への電流を
遮断する。この間に、コンデンサ１７へは、ソース・ドレイン間にｉｄａｔａの電流を流
されたＴＦＴ１１のゲート電圧が蓄積される。そして、Ｐチャネル型ＴＦＴ４のゲート電
圧Ｖｇ１を図４で示されるように再び高レベルとしてＴＦＴ４をオフ状態とし、Ｐチャネ
ル型ＴＦＴ１２のゲート電圧Ｖｇ２を再び低レベルとして、ＴＦＴ１２をオン状態に、Ｔ
ＦＴ５をオフ状態に変えると、電源１５からＴＦＴ１１のソース・ドレインを通してＯＥ
Ｌ１３を発光させるためにｉｄａｔａと同量の電流が可変電圧電源１９へ流れる。この際
、調整回路により、ＴＦＴ１１の設定されたゲート電圧に応じて、ＴＦＴ４のソース・ド
レイン間電圧を低下させながらも、上記のようにＯＥＬ１３の定電流性を損なわないＯＥ
Ｌ＿Ｖ、すなわち、ＯＥＬ１３のＶ－Ｉ特性を満足し、さらにＯＥＬ１３の劣化時電圧上
昇をも加味した電圧がＴＦＴ１１、ＴＦＴ４、ＴＦＴ１２及びＯＥＬ１３の一連の素子に
印加されるように電圧が制御されている。
【００６１】
　上記の一連の動作によりＰチャネル型ＴＦＴ１１がｉｄａｔａをコピーして定電流動作
を行うが、ＴＦＴ４のソース・ドレイン間電圧が低く抑えられているため、リーク電流が
抑制され、ＴＦＴ１１のゲート電位の変動が抑制され、ＯＥＬ１３に流れる電流の変動を
抑制することが可能となる。従って、ＯＥＬ１３の輝度変動を抑制することができる。
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【００６２】
　［実施の形態３］
　上記実施の形態１、２では第１の共通電極は異なる色に対応する表示素子を有する画素
回路が共通に接続されるものであった。
【００６３】
　ここで表示素子の特性が対応する色ごとに異なる場合がある。例えば以上述べてきたＯ
ＥＬ１３が色毎に異なる有機材料で構成されている場合は、ＯＥＬ１３の発光までの電圧
閾値や発光時の電流－電圧特性が各色の材料で異なるために、上記、ＴＦＴ４のソース・
ドレイン間の電圧Ｖｄｓもこれに応じて変わり、従ってリーク電流の値も用いる有機材料
毎に変わることとなる。また、経時劣化によっても上記Ｒ，Ｇ，Ｂ画素材料の電流、電圧
特性は変わっていき、この変化の仕方も有機材料毎に異なるものとなる。
【００６４】
　ここで、ＴＦＴのソース・ドレイン間の電圧が画素回路が対応する色毎に異なる理由を
図８を用いて述べる。上述したように、ＴＦＴ４＿Ｖｄｓ＝（Ｖｄｄ－ＴＦＴ１１＿Ｖｇ
ｓ－ＴＦＴ１２＿Ｖｄｓ－ＯＥＬ＿Ｖ－Ｖｃｏｍ）である。従って、Ｒ，Ｇ，Ｂ各発光材
料の電圧－電流特性が異なる（もしくは変化する）とＴＦＴ４のソース・ドレイン間電圧
は異なる（変化する）。これらのＲ，Ｇ，Ｂ各画素材料の電圧－電流特性は以下の要因等
により初期状態で夫々異なる。図８で、ＧＶｔｈがＧ画素１＿２材料の電流の流れ始め電
圧、ＢＶｔｈがＢ画素１＿３材料の電流の流れ始め電圧、ＲＶｔｈがＲ画素１＿１材料の
電流の流れ始め電圧、ΔＧＶがＧ画素１＿２材料の電圧に対する電流増加率、ΔＢＶがＢ
画素１＿３材料の電圧に対する電流増加率、ΔＲＶがＲ画素１＿１材料の電圧に対する電
流増加率である。従って、Ｇ画素１＿２、Ｂ画素１＿３、Ｒ画素１＿１に設けられた、駆
動回路の上記ＴＦＴ４のソース・ドレイン間の電圧は、同輝度でも初期状態から異なって
いる。また、ΔＶの違いによっても上記ＴＦＴ４のソース・ドレイン間の電圧は異なる。
また、経時劣化によっても上記Ｒ，Ｇ，Ｂ発光材料の電流、電圧特性は変わっていく。
【００６５】
　この場合、これら異なる特性の発光素子を駆動するＴＦＴ４のソース・ドレイン間のリ
ーク電流をより好適に抑制できる構成としては、各色に対応する画素回路ごとに共通電極
を介して供給する電位をそれぞれ個別に調整した構成とするのが好ましい。そこで本実施
形態では、各画素回路の駆動用トランジスタの主電極のうちの表示素子が接続される主電
極ではない主電極に電位を供給する共通電極を各色ごとに設ける。そして各色毎の共通電
極にそれぞれ印加する電位をそれぞれ別個に調整する構成を採用している。
【００６６】
　図７に、本実施形態の画像表示装置の構成を概略的に示す。図中、上記実施形態１、２
と共通する部分は同じ符号を付与している。
【００６７】
　実施形態１、２と異なる部分は、実施形態１、２では第１の共通電極に異なる色に対応
する画素回路が共通に接続されていたのに対し、本実施形態では、赤に対応する複数の画
素回路は第１の共通電極７０４に共通に接続され、緑に対応する複数の画素回路は第３の
共通電極７０５に共通に接続され、青に対応する複数の画素回路は第５の共通電極７０６
に共通に接続されている点である。また第１の共通電極７０４には電源装置６０３の出力
する電位を調整する調整回路であるＤＣ－ＤＣコンバータ７０１から電位が供給され、第
３の共通電極７０５には電源装置６０３の出力する電位を調整するＤＣ－ＤＣコンバータ
７０２から電位が供給され、第５の共通電極７０６には電源装置６０３の出力する電位を
調整するＤＣ－ＤＣコンバータ７０３から電位が供給される点である。各調整回路の出力
電位は個別に調整される。
【００６８】
　具体的には、赤に対応する画素回路のみを駆動して赤の表示を行い、輝度測定を行う。
そして、１フレーム期間内での赤の輝度変動を抑制できるようにＤＣ－ＤＣコンバータ７
０１の出力電位を調整する。次に緑に対応する画素回路のみを駆動して緑の表示を行い、
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輝度測定を行う。そして、１フレーム期間内での緑の輝度変動を抑制できるようにＤＣ－
ＤＣコンバータ７０２の出力電位を調整する。次に青に対応する画素回路のみを駆動して
青の表示を行い、輝度測定を行う。そして、１フレーム期間内での青の輝度変動を抑制で
きるようにＤＣ－ＤＣコンバータ７０３の出力電位を調整する。
【００６９】
　これによって駆動用トランジスタに供給する電位を色毎に調整することができる。
【００７０】
　［実施の形態４］
　図９に、本実施形態の画像形成装置の構成を概略的に示す。図中、上記実施形態１～３
と共通する部分は同じ符号を付与している。
【００７１】
　実施の形態３では駆動用トランジスタの主電極のうちの表示素子が接続される主電極で
はない主電極に供給する電位を色毎に設けた調整回路で調整した構成を示したが、本実施
形態では、表示素子に対して駆動用トランジスタが接続される側とは反対側に供給する電
位を調整回路で調整する構成を採用している。具体的には図７では複数の調整回路を第１
の共通電極７０４、第３の共通電極７０５、第５の共通電極７０６に供給する電位を調整
するようにそれぞれ配置しているが、本実施形態では色毎の調整回路を表示素子の駆動用
トランジスタと接続される側とは反対側の電位を調整するように配置している。以上述べ
てきた実施の形態１から３では第２の共通電極６０９によって全画素回路に共通に電位を
与えることができたが、本実施形態では表示素子のカソード電極は色毎に配置している。
【００７２】
　そして、赤に対応する複数の画素回路の表示素子のカソード電極は第２の共通電極９０
３に共通に接続され、緑に対応する複数の画素回路の表示素子のカソード電極は第４の共
通電極９０２に共通に接続され、青に対応する複数の画素回路の表示素子のカソード電極
は第６の共通電極９０１に共通に接続されている。また第２の共通電極９０３にはグラン
ド部の出力する電位を調整する調整回路であるＤＣ－ＤＣコンバータ９０６から電位が供
給され、第４の共通電極９０２にはグランド部の出力する電位を調整するＤＣ－ＤＣコン
バータ９０５から電位が供給され、第６の共通電極９０１にはグランド部の出力する電位
を調整するＤＣ－ＤＣコンバータ９０４から電位が供給される。各調整回路の出力電位は
個別に調整される。調整の具体的な方法は実施の形態３と同様である。
【００７３】
　なお以上各実施の形態を説明してきたが、そこで説明した走査回路６０１、変調回路６
０２の構成としては図１０に示すものを用いることができる。
【００７４】
　図１０には走査回路６０１を構成するＶシフトレジスタ１００３と変調回路６０２を構
成するＨシフトレジスタ１００２及びラッチ１００１を示している。Ｖシフトレジスタ１
００３から走査信号配線に走査信号が印加され、ラッチ１００１から変調信号配線に変調
信号が印加される。表示制御部３６はコントローラ３７と映像信号変換メモリ３８を有し
ており、画像データや必要に応じてタイミング制御信号が入力され、走査回路及び変調回
路にシフトパルスやスタートパルスといったタイミング信号や、ビデオ信号を入力する。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明に係る駆動回路の一実施形態の構成を示す概略回路図である。
【図２】本発明に係る駆動回路の一実施形態の構成を示す概略回路図である。
【図３】本発明に係る電流設定型の画素回路の構成を示す概略回路図である。
【図４】本発明の効果を説明するための発光素子電流駆動回路の動作タイミングと駆動電
流値を示す図である。
【図５】トランジスタのオフ状態におけるソース・ドレイン間の電圧と電流の関係を示す
図である。
【図６】本発明の実施形態の画像表示装置の構成を示す図である。
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【図７】本発明の実施形態の画像表示装置の構成を示す図である。
【図８】特性の異なる有機ＥＬ素子の電流と電圧の関係を示す図である。
【図９】本発明の実施形態の画像表示装置の構成を示す図である。
【図１０】実施形態で用いた走査回路及び変調回路の構成を示す図である。
【符号の説明】
【００７６】
　４，５，１１，１２　トランジスタ
　１３　ＯＥＬ
　１４　電流計
　１５　電源
　１７　コンデンサ
　１９　可変電圧電源
　３６　表示制御部
　３７　コントローラ
　３８　映像信号変換メモリ
　６０１　走査回路
　６０２　変調回路
　６０３　電源装置
　６０４　ＤＣ－ＤＣコンバータ
　６０５　表示部
　６０６　走査信号配線
　６０７　変調信号配線
　６０８，６０９　共通電極
　７０１～７０３　ＤＣ－ＤＣコンバータ
　７０４～７０６，９０１～９０３　共通電極
　９０４～９０６　ＤＣ－ＤＣコンバータ
　１００１　ラッチ
　１００２　Ｈシフトレジスタ
　１００３　Ｖシフトレジスタ
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